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　オーストリァのスキー学校を経験してこられた大井正先生に対抗すべく，
こちらはフランス・スve　一一の奥義を窮めてきましようというのは出発前のい
わば〈公約〉のひとつであったが，はじめに頭にあったのはごく常識的にシ
ヤモニーかスイ、ス，いずれにせよアルプスのどこかに滑りに行くことであっ
た。それが思いがげずスペインとの国境ピレネー山脈あたりに行くことにな
ったのは，少々間の抜げた偶然のせいである。でき’れば12月中に一度と思
っていたが，これは何やかや取り紛れて実現できず，結局年が明げて1月下
旬のある日，都立大の哲学の先生田島節夫氏と語らって，パリにある〈地中
海クラブ〉なる国際的な旅行組織の本部（メトロ。ブールス駅前）に出掛け
ていった。初めは勝手がわからないからセットになった団体旅行に便乗する
のがよかろうというわけだったのだが，このクラブはメンバー・システムを
とってはhるものの，入会金60フランだったかを支払って簡単な手続きを
すれば誰でもその場で入会できるようになっている。まず備え付けのパンフ
レットを見て候補地選び。宿泊設備，ゲレンデ条件，観光価値，費用その他，
そこに載っている情報を睨みあわせて第三候補ぐらいまでを用意して申し込
む。受付げはすべてコンピューター。まことに手際よくさばいてくれるが，
第一，第二候補地はすでに満員，第三候補地として申し込んだシュペルバ．二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lエールなるところが空いていた。シュペルバニェールといっても実は初めて
聞く名で，こちらのっもりではやはりアルプスのどこかだろうとばかり思い
込んでいたのだが，これが家に帰ってあらためて地図を開いてみると，全く
の方角違いのピレネー山中だったという次第。主としてホテル・ゲレンデの
設備と，費用の点から割り出して場所の確認もせずに申し込んだ結果である
が，もともと運を天に委せての気楽な道中，いまさら不足を言う筋合いはな
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い。とにかくその場では入会金，往復旅費，一週間の宿泊・食事代，それに
スキーと靴の借料など〆て約10万円を払い込んで手続きを済ませた。
　服装だげはちようどバーゲンセール中の運動具店で買いととのえ，さて期
日の金曜の夜，パリ市内オーステルリッツ駅に集合，指定の夜行寝台車に乗
り込んだ。二輌分がく地中海クラブ〉のメンバー用にとられてhて，総勢7
・80人ぐらいだったか。乗ってみてわかったが東洋人はわれわれ二人だけで，
あとは全部フラソス語圏の人間。さらに後になってわかったことは，その大
部分が国内各地から集ってきたフランス人で，それに少数のベルギー人など
がまじっているということであった。さすがの日本人もピレネーまでス＝？　－7
に出掛ける物好きは滅多にないものとみえる。ピレネー各地のスキー場へは
当然のことながら山の反対側からスペイン人がよく現れ，ドイツ人もかなり
来るらしい。怪我の功名とでも言うか，図らずも日本人としてはかなり珍ら
しい経験に乗り出したわけであった。寝台車で約10時間，明け方リュショ
ンというこれはかなり有名な温泉町に着く。あの聖地詣でで名高いルールド
にほど近いところで，ここからバス1時間。一寸先も見えないような濃霧だ
ったが，そのなかをのろのろと登ってホテルに着いた。標高1，804メー一トル
というからそれほど高いわけではない。
　ついでに書いておけば，ピレネーでスキーができるということ臼体を不思
議がる向きもあるかもしれないが，このあたりには有名スキー一場b9いくつも
あって，シュペルバニェールはそのなかでも最も古く半世紀ほど前から開げ
ているという。てっぺんに巨大なホテルが一軒だけ。周囲は円谷ふうに深い
谷が落ち込んで，その彼方をぐるりとピレネーの高山が取り囲んでいる。要
するに揺鉢の底から盛り上った1，800メートルの台地の頂きにホテルがあり，
そこから四方八方に滑り降りるかたちになっている。リフトやロープウェー
が適切に張りめぐらされているから，どこへ降りていっても登ってくるのに
不自由はなく，谷から谷へと渡り歩くこともできる。ところでこのホテルと
いうのがかつては金持たちの専有物だったらしいのが，いまはく地中海クラ
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ブ〉の専用になっていて，しかも他にホテルは一軒もないからこの広大なス
tle　一一場にわれら以外の〈一般客〉は一人もいない。ここまで来て今回の偶然
にょる幸運にようやく思い至った。アルプス方面はこの冬は雪が少ないうえ
に，近年フランスでもスキーが大聚化してきた結果ひどい混雑だというのに，
こちらはちようど新雪が豊かに積った一大銀世界1二ほんの’ひと握りの人間だ
けなのである。
　ホテルに着くと，およそ30人ばかりの男女の日隊が入口から階段にかけ
てずらりと居並んでいて，ブラスバンドと合唱，拍手で賑々しく出迎えてく
れる。先客かなと思ったらさにあらず，ぺPtジ・ボーイからモニタ“，給仕，
アトラクションの俳優やバンド・マンまで兼ねた美男美女ぞろいのこのクラブ
の専属従業員たちで，彼らが最後まで細かい心くばりをしながら面倒をみて
くれることになる。まずこの出迎えに迎天したが，早速食堂に導かれて朝食。
割り当てられた自室でひと休みしてから，運よく晴れあがってきたゲレンデ
に出ていよいよ滑降開始。雪と太陽ゐなかでのまる；－pa間ゐスキー滞在はこ
うして始まった。で，首尾はどうだったのか。絹のような，あるいは真綿の
ような雪，きらめく太陽，豪勢な食事，ジャズ・fr　一’Pストラやオペレッタ，
ダンス・パー一ティー，そしてその間のさまざまの悲喜劇的エピソードにっい
て語るべき段取りだが，紙数も尽きたのでそれについてはまた別の機会にお
伝えしよう。
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